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１． 開会

２． 挨拶

３． 議長選任

４．議事録署名人・書記

５． 議事

平成２５年度

　

活動報告（案）・収支決算。

平成２５年度監査報告。

平成２６年度

　

活動計画（案）・収支予算（案）。

役員の選任

６． 閉会



平成２５年度

　

活動報告（案）

１．研究会の開催

会員からの要望および、 ＪＡにおける課題を考慮し、 以下の研究会を開催した。

第１７回

　

「ＪＡの組織、機能、人材育成とその配置、そして必勝体制はいかにあるべきか」

（２５年６／２０）

第１８回

　

「失敗しない六次産業化への取り組みをどう進めるか」（２５年１２／５）

第１９回

　

農業政策の転換と 「６次産業化への取り組みをどう進めるか」 （２６年３／２０）

２．ホームページを通じた情報発信

　

ホ」ムページを順次更新し、 研究会の活動報告を掲載した。

　

また、 掲示板の設置、 会員ＪＡリンク集を作成している。

　

会員ＪＡ一覧 （３８ＪＡ。 このほか１３の個人会員・中央会・連合会会員）

　

ＪＡ中札内村、ＪＡ八戸、ＪＡいわて中央、ＪＡいわて花巻、ＪＡ仙台、ＪＡい しのまき、

ＪＡあさひな、 ＪＡはが野、ＪＡなす南、 ＪＡふかや、 ＪＡ富里市、ＪＡ市川市、 ＪＡあっ

ぎ、 ＪＡはだの、 ＪＡ横浜、 ＪＡ東京むさし、 ＪＡ 塩尻市、 ＪＡ松本ハイランド、 ＪＡ新

潟市、ＪＡ魚沼みなみ、ＩＡぎふ、ＪＡひだ、ＪＡめぐみの、ＪＡみっかび、ＪＡなんすん、

ＪＡあいち知多、 ＪＡ松阪、 ＪＡグリーン近江、 ＪＡいずも、 ＪＡ斐川町、 ＪＡえひめ南、

ＪＡ徳島市、 ＪＡふくおか八女、 ＪＡ筑紫、 ＪＡ福岡市、 ＪＡみい、 ＪＡあしきた、 ＪＡお

きなわ

　

（ホ ー ム ペ ー ジ

　

ア ドレス

　

ｈｔｔｐ：／／ｗＩｍｖ，ｊ『ｈｉｔｏｄｕｋｕｒｉｋｅｎ．ｊｐ／ａｂｏｕｔ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）

３．ＪＡ人づくり通信の発行

毎回の研究会の内容を要約した 「ＪＡ 人づくり通信」 を発行し、 会員への情報提供を行っ

た。（順次ホームページに掲載中）

なお、２５年６／２０開催の 「ＪＡの組織、機能、人材育成とその配置、そして必勝体制は

　

い

かにあるべきか」 は冊子化している。

役員の現状

代

　

表 （東京大学名誉教授） 今村

　

奈良臣

副代表

　

ＪＡいわて花巻

　　

専務理事

　

高橋

　

勉

４

ＪＡ東京むさし 常務理事

　

麻生

　

昭夫

ＪＡ安房

　　　　　

理事

　　　

仲野

　

隆三（ＪＡ富里市

　

前常務理事）

ＪＡ甘楽富岡

　　　

理事

　　　

黒洋

　

賢治（ＪＡ‐工Ｔ研究会

　

副 代 表

監

　

事

　

ＪＡはだの 組合長

　　

古谷

　

茂男



平成２５年度

　

収支決算

（２０１３年４月 １日～２０１４年３月３１日）

（単位：円）収入

勘定科目 予算額 決算額 摘

　　　

要

会費 ２００，０００ ２０，０００

研究会参加費 ２，４００，０００ １，０４５，０００

雑収入 ０ １０２ 利息

前年度繰越金 １６４，０３６ １６４，０３６

合計 ２，７４０，０３６ １，２２９，１３８

（単位：円）支出

勘定科目 予算額 決算額 摘

　　　

要

研究会費 ２，２５０，０００ ７５４，７００

事務費 １５０，０００ １３４，６１０

役員会費 ３００，０００ １７２，４２０

予備費 ６４，０３６ ０

合計 ２，７４０，０３６ １，０６１，７３０

平成２５年度差引残高 （次期繰越）

収 入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１，２２９，１３８

支 出

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１，０６１，７３０

差 引 残 高

　　　　　　　　　　　　　　　　

１６７，４０８

監査報告

　

ＪＡ人づくり研究会活動報告、 収支決算書は、 適正に作成されているものと認める。

２０１４年６月 ９日 監事

　　

古谷

　

茂男



平成２６年度

　

活動計画 （案）

１．研究会の開催

　

会員からの要望および、ＪＡにおける課題を考慮し、年３回程度の研究会を開催する。

　

第２０回研究会

　

平成２６年６月１９日

　

第２１回研究会

　

平成２６年１１月下旬または１２月上旬

　

第２２回研究会

　

平成２７年２月中旬または３月上旬

２．ホームページを通じた情報発信

　

ホームページを開設し、 研究会の活動報告を行う。

　

また、 会員間の情報交換・交流を行うため、「掲示場」 を設置し、 情報交換、 課題解決の

ヒントを得たりできるようにしているが、 投稿が少ないので今後の活用が望まれる。

３．ＪＡ人づくり通信の発行

　

毎回の研究会の内容を要約した「ＪＡ人づくり通信」を発行し、会員への情報提供を行う。

３．その他、 本研究会の目的を達成するために必要な活動を行う。

平成２６年度

　　　

収支予算（案）

収入

勘定科目 予算額 摘要

会費 ｌｏｏ，０００ ＠２０，０００円＊５人（会費は入会時のみ徴収する）

研究会参加費 １，８００，０００ 研究会３回＠１５，０００円＊４０人＊３回

雑収入 ０

前年度繰越金 １６７，４０８

合計 ２，０６７，４０８

（単位：円）

支出 （単位：円）

勘定科目 予算額 摘要

研究会費
１，５００，０００ 研究会講師謝金・旅費＠１００，０００円＊３人＊３回

会場費＠２００，０００円＊３回

事務費 １５０，０００ ＠２０，０００＊１２ヶ月

　

ホームページ更新費用

役員会費 ２４０，０００ 企画会議 （三役） 旅費等＠８万円＊３回

予備費 １７７，４０８

合計 ２，０６７，４０８



役員の選出

　

ＪＡ東京むさし・常務理事の麻生氏の役員退任に伴い、ＪＡ横浜・常務理事 波多野 優氏を

あらたに副代表として選任する。

　

また、 福島大学特任教授の守友裕一氏を新たに副代表として選任する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上



ＪＡ人づくり研究会の軌跡

ＪＡ人づくり研究会は、平成２０年７月の「第１回ｆＡ人づくり研究会」から、これまで１９回の研究会を開催してきた。

講演・実践報告テーマ一覧

第１回

平成２０年

７月

①組織リーダー育成とナレッジマネジメントを通じた学び合う職場づくり 日本ナレッジマネジメント学会

理事長

　

森田松太郎

　

氏

②我が養豚経営の自立の歩みと後継者育成 宮崎・ＪＡ尾鈴

　

前養豚部会長

遠藤威宣氏

③地域 ○．ＩＪＡづくりと組合員主役のＪＡ運営，組合員教育活動 神奈川・ＪＡはだの専務理事古

谷茂男

　

氏

④働きがいと専門能力を磨く複線型人事とＣＤＰの運用 兵庫・ＪＡ 兵庫六甲常務理事

前田憲成

　

氏

第２回

平成２０年

１１月

①人材を育てる仕事づくり・職場づくり 全国農協食品株式会社代表

取締役社長

　

宮垣和正

　

氏

②地域協同組合をめざすＪＡいずもの組織機構改革の狙いと課題 島根・ＪＡいずも

代表理事専務

　

内田正二

　

氏

③リＡ東京むさしの経営理念と人材育成戦略 東京・ＪＡ東京むさし

　

常務理事

麻生昭夫

　

氏

第３回

平成２１年

２月

①ＪＡ田子町における組合運営と組合員の意識改革 青森・ＪＡ田子町

　

代表理事専

務 佐野房

　

氏

②集落営農組織としての百世の組織化・運営ｂ‐Ａの役割と支援体制 福岡・ＪＡふくおか八女

農畜産課長

　

下川茂利

　

氏

③主体的・自主的な支所運営と組合員組織活動支援、職員育成の取り組み 福岡・ＪＡ福岡市

　

常務理事

青柳博 氏

④ＪＡあづみの組合員組織活動の活性化への取り組み 長野・ＪＡあづみ

総務開発事業部福祉課

　

池田

陽子

　

氏

第４ｒ司

平成２１年

５月

①リＡ甘楽富岡における組合員教育と参画型事業・運営の仕組みづくり ＪＡ－ＩＴ研究会副代表

　

黒樫賢

治

　

氏

②ＪＡいわて中央における組合員主役の集落営農と農家組合の組織化と支援対策 ＩＡいわて中央代表理事専務

熊谷健一

　

氏

③みやぎ生協のメンバー（組合員）参加型の組織・事業運営 みやぎ生協

　

生活文化部長

小津義春

　

氏



第１回 全－

国公開研

究会

平成２１年

８月

（第５回）

①地域における仕事興しと多様な人たちとの連携 長野・（株）田切農産代表取締

役 紫芝勉

　

氏

②仲間たちとの農業経営自立の歩み灯Ａへの期待 滋賀・（有）共同ファーム社長

今井敏 氏

③ＪＡいわて花巻における地域を支える女性組合委員の協同活動 岩手・ハヤチネフーズ（株）

参与

　

高橋テツ

　

氏

④組合員が主役の協同組合運営 福井県民生活協同組合

　

組織

ネットワーク本部

　

執行役員

統括部長

　

久島雅夫

　

氏

⑤総合ＪＡとしての支店を核とした分権型マネージメント組織づくりの歩み 福岡・ＪＡ福岡市

　

常務理事

青柳１尊

　

氏

第６回

平成２１年

１２月

①ＪＡの総合力を発揮した農業経営支援への取り組み ＪＡ全中 農業経営管理支援室

上級専門職

　

岩村洋

　

氏

②総合ポイント制の展開灯Ａの果たすべき役割 長野・ＪＡ松本ハイランド 組合

長 伊藤茂

　

氏

③ＪＡの総合性を発揮するための職場づくりと人材育成 福岡・ＪＡ糸島

　

組合長

　

松尾

照和 氏

④大規模法人としてＪＡに望むこと 富山・サカタニ農産

　

代表理事

奥村一則

　

氏

第７回

平成２１年

３月

①ＪＡ伊達みらいにおける産地づくりと組織づくり 福島・ＪＡ伊達みらい

常務理事

　

斉藤一郎

　

氏

②ハトムギによる産地形成灯Ａ主導の農商工連携 富山・ＪＡ氷見市

　

組合長

　

川

上修 氏

③女男共同参画によるＪＡの助けあい活動と仕事興し 高知・ＪＡコスモス

　

福祉生活部

中村都子

　

氏

④パルシステムの考える仕事興し バルシステム生活協同組合連

合会 セカンドリーグ支援室

吉村一正

　

氏

⑤地域興しｂ‐Ａの役割に向けたいくつかの提言 宇都宮大学

農学部長

　

守友裕一

　

氏

第８回

平成２２年

７月

①地域を基盤とする日本型農場制農業の創造 石川・株式会社六星

会長

　

北村歩

　

氏

②星野村のムラ興しの視点と実践 福岡・ＪＡふくおか八女

前副組合長

　

末崎照男

　

氏



③メディコ・ポリス構想と農村医科大学への実践課題 佐久総合病院

　

色平哲郎

　

氏

④農業の新人革命 ＪＡ総合研究所

　

客員研究員

和泉真理

　

氏

⑤中山間地域におけるコミュニティビジネスの創造 明治大学

　

教授

　

小田切徳美

氏

第９回

平成２２年

１０月

①農畜産物直販ネットワークの構築匂Ａの取り組み 熊本・ＪＡあしきた

総合直販部部長

　

木山優蔵

氏

②組合員リーダー育成と地域農業の復権への取り組み 長野・信州きのこマイスター協

会理事長

（前ＪＡ中野市常務） 前浬憲雄

氏

③ブランド確立のためのトップセールスと職員育成の取り組み 北海道・ＪＡ中札内

　

組合長

山本勝博

　

氏

④地域興しに欠カ｝せない女性パワーの活用とその方法 広島・広島世羅高原６次産業

ネットワーク

ゴーディネ←ター

　

後由美子

氏

第１０回

平成２３年

２月

①

　　　　

型合併ＪＡの運営は組織力の強化から 岩手・ＪＡいわて花巻

専務

　

高橋勉

　

氏

②学習活動をベースにした組合員参加型共育・研修活動の実践 ＪＡ－工Ｔ研究会

副代表

　

黒浬賢治

　

氏

③”地域と組合員“求められる人材 千葉・ＩＡ富里市

常務

　

仲野隆三

　

氏

④ＪＡ教育活動の課題と「新たな協同を担う人づくり全国運動」の５つの柱 ＪＡ全中

　

教育企画課

課長

　

田村政司

　

氏

第１１回

平成２３年

８月

パネルディスカッション「女性の力で地域に風を」

ゴーデイネ←ター

ＪＣ総研客員研究員

　

和泉真理

パネリスト

　

ＪＡ八戸・監事

　

佐野房

　

ＪＡあづみ 池田陽子

　

ＪＡ いわて花巻・理事

　

高橋

テツ

　

ＪＡコスモス

　

中村都子



第１２回

平成２３年

１２月

問題提起「無知の不安」と「未知の不安」をいかに「既知の安心員こ変えるか ＪＡ人づくり研究会

　

代表

　

今村

奈良臣

ＪＡ富里市における放射能測定への対応と風評被害の克服 ＪＡｉ富里市 常務

　

仲野隆三

風評被害にみずほ市場はいかに対処したか 株式会社 農業法人みずほ

代表取締役社長

　

長谷川

　

久

夫

　

同

　

生産研究部長

　　

高橋

広樹

東電福島原発事故による農畜産物の汚染ｂ‐Ａ新ふくしまの対応 ＪＡ新ふくしま 代表理事専務

菅野

　

孝志

パルシステムにおける福島原発事故汚染への対応 パルシステム生協連合会理事

長 山本

　

伸司

放送現場から見たＪＡの震災対応と風評被害対策の課題 ラジオ福島・リポーター

　

川又

啓蔵

　

０‐Ａそうま総代

　

茨城大

学修士課程在学中）

第１３回

平成２４年

２月

ＪＡみっかびにおける産地形成と人材育成の展望」 ＪＡみっかび

　

専務

　

後藤

　

善一

ＪＡ東京むさしの経営理念と人材育成の現状」 ＪＡ東京むさし

　

常務 麻生

　

昭

夫

ＪＡ梨北の事業改革と地域づくり・人材育成の現状」 ＪＡ梨北 常務

　

仲岸

　

秀美

ＪＡみなみ信州における支所長責任制による地域活性化」 ＪＡみなみ信州

　

組合長

　

矢？畢

輝海

第１４回

平成２４年

６月

問題提起「コーディネート機能の必要性とそのための『人づくり』をどう進めるか」 ＪＡ人づくり研究会

　

副代表 ィ中

野 隆三

「ＪＡおきなわにおける事業展１州と人づくりキこっいて」 ＪＡおきなわ 常務理事

　

普天

間

　

朝重

「十勝におけるブランド戦略とネットワークづくり」

－そのための人材育成の現状－

十勝農業協同組合連合会

電算部長

　

高橋

　

敏

第１５回

平成２４年

１２月

「ＪＡあいち中央における組織農業の展開と人づくりもこついて」 ＪＡあいち中央

　

前常勤監事

安藤

　

義美

「ＩＡえひめ南の事業展開の現状と人づくり・危機管理」 ＪＡえひめ南 組合長

　

黒田

義人

「旭物産の事業内容と人づくりをこついて

一食材を活かす、女性の力を活かす－

旭物産

　

社長

　

林

　

正二



第１６回

平成２５年

３月

「ＪＡあっぎにおける農業復権の取り組みと人づくりもこついて」 Ａあっぎ 代表理事組合長

　

井

萱

　

修己

「農家レストラン ㈱菜づらやんの理念ｂ‐Ａに望むこと」 （株）菜っちゃん

　

代表取締役

後藤

　

典子

「『次代へつなぐ協同』を担うＪＡ人づくり」について ＪＡ全中 教育部長

　

樋［〕 直

樹

（社）ＪＡ長野開発機構

　

地域開

発部 研究員

　

西井

　

賢悟

第１７回

２５年６／２０

「ＩＡの組織、機能、人材育成とその配置、そして必勝体制はいかにあるべきか」

「ＪＡの組織、 機能、 人材育成とその配置、 そして必勝体制はいかにあるべき

「大震災を乗り越えて」－復興は相互扶助と農業振興から－

「ＪＡの総合力発揮を支える人材づくりと地域システム構築」

ＪＡ人づくり研究会

　

代表（東京

大学名誉教授）今村 奈良臣

ＪＡいわて花巻

　

専務理事） 高

橋 勉

ＪＡ甘楽富岡理事） 黒浄 賢治

第１８回

２５年１２／５

「失敗しない六次産業化への取り組みをどう進めるか」

合併ＪＡにおける役員・職員の学びをどう仕掛けるか

「ＪＡ紀南における６次産業化への取り組みの現状と課題」

「世羅高原６次産業ネットワークの取り組みの経過と現状」

ＪＡ安房理事） 仲野

　

隆三

ＪＡ紀南

　

会長 中家 徹

世羅高原６次産業ネットワーク

事務局長 久保田

　

志穂

第１９回

２６年３／２０

農業政策の転換と「６次産業化への取り組みをどう進めるか」

「木の花ガルテンの生成・発展の戦略、戦術－－人の配置、人の見つけ方、育て

方、使い方」

「農政の大転換

　　

；，駅尿ｖノ青同点」

ＪＡ大山町・組合長

矢羽田

　

正豪

ＪＡ全中

　

営農・農地総合対策

部

　

担い手・農地対策課

　

課長

田村

　

政司


